
 

 

 

 

 
 

この「のびるよ そだつよ」は、本校が進めている研究活動を保護者の皆様にご紹介するための

研究便りです。研究内容や研究授業の日程、子供たちの様子等をお知らせしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 のびるよ そだつよ 
国立市立国立第五小学校 研究便り 

校長 白鳥 聡 

   NO.１ 令和４年６月１７日 

（編集：国立第五小学校 研究部） 

≪今年度の研究授業予定≫  

6 月 8 日（水）4年生       ６月 29日（水）つくし 

９月 14日（水）２年生      １０月 26日（水）6年生 

１１月 7日（水）専科（算数）   １2月 １日（木）3年生      

１月２5日（水）1年生       ２月 8日（水）5年生  

※変更することもあります。詳細は学校だより等でご確認ください。 

※研究授業該当クラスの下校は14時15分頃、その他のクラスは13時15分頃となります。 

  

 

「主体的に伝え合う児童の育成に向けて」 

今年度の研究も昨年から引き続き、研究主題を「主体的に伝え合う児童の育成」として取り組ん

でいきます。 

赤ちゃんは、自分の要求（おなかがすいた、気持ち悪い、ねむいなど）を、泣くことで表現しま

す。大人は、その赤ちゃんの様子を見て、「今はこうなんだな」とその状態をキャッチします。成

長するにしたがって、表情や動き、ジェスチャー、言葉などを使って、「自分はこうしたい」とい

う思いを表現できるようになります。言葉は、相手に自分のことを分かってもらう大事な手立てと

なります。「言葉で伝える」ために、国語の授業で、「言葉」の学習をします。昨年までは、この基

本となる「国語」を中心に研究を進めてきました。 

今年度は、五小の子供たちが「自分はこうしたい」、「こう思っている」という思いを、他の学習

でも表現し、友達と伝え合いながら、学びを広げたり、深めたりしていくことを目指して、国語以

外の教科でも研究授業を行っていきます。 

また、昨年度までに蓄積してきたことを「学習の手立て」として、授業に生かして進めていま

す。例えば、自分の考えをまとめていくための表現の仕方を工夫すること、学習の見通しをもてる

ように学習の流れを提示すること、一人一人の疑問から学習課題を作り、「やってみたい」という

意欲をもたせること…。子供たちが自分のものとして「学び」に取り組めるよう、教職員全員で研

究を進めていきます。 

 

                              研究主任  森本 美玲 


